
Root
Research
Japanese Society for Root Research

ISSN 0919-2182
Vol.33, No.4
December 2024

根の研究
根研究学会（JSRR）

Root
Research
Japanese Society for Root Research

目　　次

【巻 頭 言】

　会員の皆様へ  ..................................................................................................................... 115

【オピニオン】

イネの根系研究における考え方　　森田茂紀  ................................................................... 117

【連載　根の研究の 30 年を展望する】

樹木根研究 20 年と根研究学会 30 年　　平野恭弘  ........................................................... 122

次世代に期待する根の研究　　大橋瑞江  .......................................................................... 127

【情　　報】

「根のきほん」 刊行　　中野明正  ........................................................................................ 129

菜根譚　野菜の根の話　26. 発根を促す　　中野明正  ...................................................... 130

【報　　告】

第 12 回国際根研究学会シンポジウム―ドイツで見た世界の根研究のいま―　　

諏訪竜之介・橋本裕生・細井彩・増本泰河  ....................................................................... 131

【会　　告】

2024 年度根研究学会賞の決定について  ............................................................................ 134

「根の研究」 第 33 巻　総目次  ............................................................................................. 137

Opinion

The holistic root system of rice

Shigenori MORITA  ....................................................................................................................  117





－ 115－

会員の皆様へ会会  員員  のの  皆皆  様様  へへ  

事務局からのお知らせ 

１． 2024 年度根研究学会賞の受賞報告 

2024 年度の根研究学会賞として学術功労賞（島村 聡氏）および学術奨励賞（河合 翼氏，神山 拓也

氏，菅井 徹人氏）が審査により決定しました.授賞式と受賞講演は 12 月 14 日〜15 日開催の第 60 回

根研究集会（東海大学）にて行われる予定です．詳しくは今号に掲載の会告をご覧ください. 

２． 2025 年・2026 年度の根研究学会 

・2025年度の集会 
第61回根研究集会（春・夏）は宮城県仙台市の東北大学農学部にて現地開催する予定です（亀岡

笑・田島亮介実行委員長）． 
第62回根研究集会（秋・冬）の集会は現在，長野県の信州大学での開催に向けて調整中です．詳

細が分かりましたら根研HPにてお知らせいたします． 
 

・2026年度の集会 開催地については募集中です．立候補ありましたら事務局長にお知らせください． 

３．電子版会誌のダウンロードについて 

2024 年度から根研究学会ホームページおよび J-Stage から電子版会誌をダウンロードするためのパ

スワードを変更しました．ご注意ください．なお，ユーザー名の変更はありません． 
根研究学会電子版会誌の URL http://www.jsrr.jp/rspnsv/download.html 
J-Stage の URL https://www.jstage.jst.go.jp/browse/rootres/-char/ja 

 
４．「根の研究」への投稿にテンプレートをご使用ください！ 

著者の執筆負担軽減と校正･編集作業の効率化のため，根の研究のテンプレートを整備しました．

テ ン プ レ ー ト の word フ ァ イ ル は 根 研 究 会 ホ ー ム ペ ー ジ 「 根 の 研 究 投 稿 規 定 」

(http://www.jsrr.jp/rspnsv/rule.html)からダウンロードできます．こちらにしたがって原稿を作成してい

ただきますようお願いいたします．なお，テンプレート中の青字は投稿に関する規定や記載例です．

投稿時には削除してください． 
 

５．「苅住」国内研修支援の募集 

 ・本年度は渡航費の高騰もあり，国内の会員間の横のつながりを強めることとより支援の回数を増

やすことを目的に，ポスドク・学生会員向けに根に関する研究方法習得のためなどの国内研修の旅費

として年間 4 件程度（前後期各 1～2 件，1 件 3 万円を目安）を助成します． 

・受付は随時行い（1月～12月），採択数に達した時点で終了とします． 

※詳細は根研究学会ホームページ（http://www.jsrr.jp/img/AQyPg4sU.pdf）でご確認ください．  

 
 
 
 
 
 

次ページに続く 
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６．学生会員の研究集会への参加費は無料です 

 学生会員の研究集会への参加費は無料です！学生会員は集会受付で学生証の提示をお願いいたし

ます．この機会に是非，根研究学会にご加入いただけますよう，関係学生の皆さんにご周知いただけ

ますようお願いいたします．なお，一般会員の研究集会への参加費は有料です．また，非会員の参加

費は，一般・学生に関係なく，一般会員より1,000円程度高くなります． 

 

７．名簿データ更新のお願い 

 根研究学会では，会員の皆様にデータ登録をお願いしております．これは，会誌発送を確実にする

とともに，会員相互の交流を目的とするものです．特に異動など変更が生じた方は，お手数ですが根

研究学会ホームページ（http://www.jsrr.jp/）の「諸手続－名簿データ更新」の入会・登録変更フォー

ムより，データを入力してください．なお，この名簿データをもとにして，隔年で会員名簿を皆様に

お届けいたします．次回の名簿発行は2025年6月の予定です 

 

８．会費納入のお願い 

 2024 年度の会費をまだお支払いいただいていない方は，下記の郵便振替口座に納入をお願いします．

請求書等の伝票をご希望の方は，事務局までお知らせください． 
年会費（2024 年）： 電子版個人 3,000 円，冊子版（＋電子版）個人 4,000 円，冊子版団体 9,000 円 
（年度は 1 月－12 月です） 
郵便振替口座  口座名義（加入者名）：根研究学会， 口座番号：00100－4－655313 
［他の銀行から振り込みの場合：ゆうちょ銀行  〇一九店（ゼロイチキユウテン） 「当座」0655313 ］ 
 

-------------------------------------------- 
 

根研究学会所在地・連絡先：  〒104-0033 東京都中央区新川 2-22-4 新共立ビル 2F 
  （株）共立内 根研究学会事務局 TEL：03-3551-9891／FAX：03-3553-2047 
・メールアドレス   事務局：neken2024@ jsrr.jp  『根の研究』編集委員長：editor2024@ jsrr.jp 
       Plant Root 編集委員長：editor2024@ plantroot.org 
・Web サイト 根研究学会： http://www.jsrr.jp/ 『根の研究』ｵﾝﾗｲﾝ版：http://root.jsrr.jp/ 
       Plant Root： http://www.plantroot.org/ 
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オピニオン

The holistic root system of rice : Shigenori MORITA (Professor Emeritus, The University of Tokyo)

1．根系と個根という視点

高等植物の体は葉・茎・根という 3つの基本器官か
らできており，その他の構造はこれらの基本器官が変
態したものと考えることができる （熊沢，1979）．また，
最初の陸上植物には根にあたるものがなかったことか
ら，進化的に根は葉や茎 （テローム） より後に生じた
ことが分かっている （西田，1989）．
根は植物体を支え，生育に必要な水分と養分を吸収
しているが，根と環境との間で物質や情報の遣り取り
を行い，ストレスを感受してそれに反応することにも
役立っていることが分かってきた （森田，2000）．
根に関する研究をどう進めるかは，各自の研究対象，
問題意識，キャリアによって異なる．著者は作物学・
栽培学を中心とした農学をバックグラウンドとしてお
り，根系の生育と機能を改善することによって，実際
の農業における作物の収量や品質を向上させていくこ
とを最終目的としている （森田・阿部，1999；森田，
2000）．
著者はこのような観点から，水稲を中心とした根系
の研究を行ってきた．しかし，フィールドにおける根
系研究には時間と労力が必要であり，結果の変異が大
きく統計的な処理が難しいことも少なくない．しかも，
どの形質をどのように測定し，それをどのように評価
するかという方法論も，十分に確立されていない （阿
部，1996）．
また，根の研究を進める場合，根系全体を対象にす
る場合と，根系を構成する個々の根，すなわち個根を
対象にする場合とがある （森田，2000）．後者は，モデ
ル器官としての根という視点を含め，方法論も徐々に
発達しているが，根系全体を取り扱うことは容易では
ない．しかし，作物学・栽培学をバックグラウンドと
する著者にとっては，最終的には根系全体をどう捉え
るかが重要な視点となる．本稿では，根系全体を対象
としたときの方法論について，著者が長年にわたって
取り扱ってきたイネ （森田，2024） を中心に考えてみ
たい．

2．根系研究の展開

作物学・栽培学における根系研究の歴史を振り返っ
てみると，まず根を掘って見てみるところから始まっ
ている （Weaver，1926）．根は土壌中を生育するため，
掘りだしてその分布や形態 （川田，1982），また，根系
を構成する冠根や側根の組織構造 （森，1960） を記載
することが行われた．
なお，日本の作物学・栽培学ではイネが中心的な対
象であることや，日本人がイネを丁寧にみる性格であ
ることから，詳細な発育形態学的研究が展開されたこ
とが特徴である．
すなわち，イネでは極めて規則的に葉が出現してく
ることが分かっており，籾に由来する主茎の生育を，
葉齢という出現した葉の数で記載すると，主茎から形
成された分げつ （側枝） を含む個体全体の出葉状況を
詳細に把握することができる （片山，1951）．その生育
の規則性が，茎葉部の生育と根系形成との関係という
観点から，詳細に検討された （藤井，1961；川田，
1982；星川，1975）．
そして次に，対象品種，環境条件，栽培条件が異な
ると，根系の生育がどのようになるかが検討された 

（川田，1982）．もちろん，環境条件・栽培条件と根系
との関係を調べただけでは収量は上がらないが，研究
の展開のためにデータの集積が必要である．

3．「逆命題法」 とは？

さて，水稲の根系研究では，収量形成に対して根系
がどういう仕組みで，どういう貢献をしているかを明
らかにすること，それを利用して実際の作物生産に寄
与することが，最終的なミッションとなる．
そのため，高い収量を実現した個体の根系が優れた
ものということになる．そして，この高い収量を実現
した根系を作れば，反対に高い収量が実現できると一
般に考えられている．これを取りあえず， 「逆命題法」 
と呼んでおくことにする．すなわち， 「高収量イネ→理
想型根系」 を仮説命題とすれば， 「理想型根系→高収量
イネ」 が逆命題になるということである．多くの研究

イネの根系研究における考え方

森田茂紀
東京大学名誉教授

2024 年 9 月 27 日受付　2024 年 11 月 17 日受理
　　連絡先 E-mail: riceballs@mtj.biglobe.ne.jp
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者にとって受け入れやすい考え方である．
しかし，よく考えてみると，この考え方には必ずし
も確固たる根拠があるわけではない．ヒトの寿命に関
する疫学研究でも，長命の人が多い地域に共通して認
められる食事や運動を調査することがあり，そのよう
な食事や運動をすれば長命になるという考え方が暗黙
裡に採用されている．
しかし，みんながみんなそうだとも限らない．食べ
たいものを好きなだけ食べて，飲酒や喫煙を長く続け
ても長寿の方はいる．つまり，このような考え方が成
り立つ確率は高いかもしれないが，科学的な根拠に
よって実証されているとは限らないのである．
イネの収量と根系との関係においても，同じことが
いえるのではないだろうか．つまり， 「高い収量をあげ
るイネの根系がこういうものである」 という命題が，
正しい保証はない．また，たとえこの命題が真だとし
ても，すなわち高い収量をあげるイネの根系が解明さ
れたとしても，その逆の命題，すなわちそのような根
系ができれば必ず高い収量をあげることができるとは
限らない．かといって，逆の命題を否定する根拠もな
い．
ただし，上記の命題ならびに逆命題が成り立つ確率
は高い．そこで，取りあえずこの命題と逆命題を想定
して研究を進め，これに反する事実がでてきたときに
改めて考え直すことにした．事実や理論に基づく論理
的な展開に支えられているわけではないが，著者はこ
れで十分に科学的な取り扱いと考えている．

4．「根のデザイン」

アフリカや中東の乾燥地で緑化や生活支援をしてき
た NPOの 「サヘルの森」 の考え方は，正にこれである．
すなわち，どんなに乾燥したところでも植物が全く
残っていないところは少ない．そこで，どこに，どの
ような植物が生き残っているかを調べてみると，乾燥
地でも地下深くに植物の生育に必要な水が残っている
ことが少なくなかった．
そこで，この地下深くに残っている水まで根が 「た
またま」 到達できた植物が生き残れたのだろうと考え
た．したがって，乾燥地では地下深くにある水を吸収
できるような深い根系を持つ植物が，生き残る確率が
高いという仮説をたてた．「コロンブスの卵」 的な発想
だが，自然から本質を読み取る高い見識といえる （森
田，2019）．このアイデアを検証したところ，仮説に
矛盾しない結果が得られた （大沼・坂場，2003）．
以上のように，それぞれの生態条件において，①ど
のような根系を持つことが有利であるかという理想型
根系の形態と機能を解明することと，②そのような根
系を実現するための育種・栽培技術を開発することの

セットが，役に立つ根系研究となる可能性が高い．「達
成目標の解明」 と 「実現技術の開発」 をセットにして進
めていくことが，農学における根系の研究において一
つの有力な考え方ではないか，ということである．
そこで， 「サヘルの森」 の他にも根の研究者・技術者
に参加してもらって勉強会を開催し，その成果を 「根
のデザイン」 （森田，2003） として取りまとめた．ただ
し，この考え方で研究を進める場合，目の前にある根
系のパフォーマンスを測定・評価しなければならない．
イネの茎葉部なら，草丈・茎数・葉面積・SPAD値・
乾物重などを測定すればよいことが，共通理解となっ
ている．一方，根系でまず頭に浮かぶのは根長である
が，対象とする根系をどのように採取するかさえ標準
化されていない．また，根長を測定しても，その根長
が達成目標を基準として良いのか悪いのか，どのよう
に評価できるかが分かっていない．また，そもそも論
でいえば，問題は必ずしも根長ではなく，その根の機
能や活性である．
以上のように 「達成目標としての理想型根系の解
明」， 「達成目標を実現するための技術の開発 （育種と
栽培）」， 「根系の形態と機能の測定・評価」 の 3つの組
合せが， 「根のデザイン」 の本質であるという理論構築
を行った （森田，2003）．

5．多収イネの根系

稲作における根系研究でも，同じような考え方がみ
られる．日本がまだ食料不足にあった昭和 24～ 43年
に全国実施された 「米作日本一表彰事業」 である （朝日
新聞社農業賞事務局，1971）．この事業中に 10 a当た
り 1000 kg （=10 t /ha） を越える記録が何回か出ており 

（どうしてか，その後は出ていない），収量の全国平均
値も 150 kg/10 aほど増加した．
これは稲作における収量競争であり，多くの農業者
と研究者が分担協力してその仕組みの検討が行なわれ
た．その結果，当時のどういう栽培技術の組合せが，
多収につながるかが解明されていった．しかし残念な
ことに，根系に関しては組織的・定量的な研究は行わ
れず，根系形態に関する断片的な記載が残っているに
すぎない．
そういう事例も含め多収イネの根系形態を整理する
と，①太くて長い冠根が多い，②側根や根毛が発達し
ている，③根域が広く，根が土壌深くまで分布してい
る，④土壌表層に細い根が多く分布しているという共
通点が認められる （田中，1976）．一言でいえば，大き
くて深く，よく発達した根系ということになるだろう．
つまり，このような形態の根系を作れば，多収を実現
できるのではないかということである．実際，作物栽
培における重要な管理作業として耕起，灌漑，施肥な
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どがあるが，いずれも直接あるいは土壌を介して作物
根系に働きかけるものであり，稲作が 「根つくり」， 「土
作り」 と言われる所以もあるのだろう．

6．問題は単純か？

しかし，例外がないわけでもない．自分の稲作研究
の成果を社会実装することに成功した松島省三から本
件に関係する私信を頂いたことがある．腐ったような
根系のイネでも，高い収量を上げている例があるとい
う指摘である．松島が実際に経験した事実であるので，
検討する価値がある．
先にあげた乾燥地における植物の深根性は，乾燥と
いう環境条件下の問題であり，作物の生育や収量に影
響を与える最も顕著な要因として乾燥要因だけを押さ
えておけば，かなりのことを議論することができる．
それと比較すると，日本のように非常に整備された
灌漑水田における稲作は収量レベルが高く，収量形成
に関わる要因もかなり多い．もちろん，関係要因に優
先順位はあるだろうが，特にどの要因が収量形成を規
定しているかということではなく，組合せが重要とな
る．
また，松島自身が解明したように，水稲の収量を 4

つの収量構成要素に分解して解析すると，それぞれの
構成要素が決まるには一定の期間があり，それが相互
に重なりながらずれている （松島，1966）．したがって，
成熟期の根系形態と最終収量との関係を検討すること
は，研究の手がかりにはなるかもしれない．しかし，
それぞれの時間的な一面だけを切り出して比較対照す
るだけでは，根系形成と収量形成との関係をさらに考
察していくのは難しい．

7．モデル器官の根

さて，著者は研究キャリアを進めるなかで，作物学・
栽培学を背景として，根系を通して作物生産について
考えてきた．それぞれの研究者がどういう問題意識を
持って根系研究に取り組んでいるかは様々であり，最
近では根を研究のいわば 「モデル器官」 としている者
も少なくない （森田・阿部，1999）．例えば，蛍光顕微
鏡 （森田ら，2005） や X線元素分析 （阿部ら，2006） と
を組み合わせて，形態と機能との関係を検討する機能
形態学的な研究も進んでいる．
著者は， 「根の生物学」 や 「根を使った生物学」 のレ
ベルに留まらず，個体全体の生育や収量形成における
根系全体の位置づけを考えたい．したがって，個根に
関する研究の発展は大いに歓迎するものであるが，根
系研究の視点や方法論が必要となる．

8．「剪根法」とその限界

「逆命題法」 以外に，根系機能を研究する方法にどの
ようなものが考えられるであろうか．すぐに思いつく
のは 「剪根法」 （松島，1957） である．これは，生育期
間の様々な時期に根系を構成する一部あるいは全部の
冠根を切り取り，その影響をみるという方法である．
ノックアウトマウスを作出することで遺伝子機能を
解明するのと似たような考え方ともいえる．しかし，
ノックアウトマウスの場合，顕著な影響がみられず，
何も分からないこともある．動物の場合，単一の遺伝
子によって規定されている機能は少なく，多くの遺伝
子が関わっていることが多い．そのため，遺伝子間の
補償作用によって見えなくなる部分があるからと考え
られている （福岡，2007）．
同じようなことは，植物根系でも起こるのではない
だろうか．すなわち，水稲根系は順次出現する数多く
の冠根によって構成されており，成熟期には冠根が
1000本を越えることもある．したがって，かなりの
根を切らないと，残りの根や新しく出現する根によっ
て機能が補償されてしまう可能性がある．また，その
影響がどの時期にでてくるかを見極めることも容易で
はない．

9．残された課題は？

このようにみてくると，作物の根系についてどのよ
うに研究を進めるかについてきちんと検討されたこと
は，あまりなかったのではないだろうか．著者が思い
つくのは，根研究会が関わった 3つのシンポジウムく
らいである （山内，1998）．
結局， 「根のデザイン」 の前提となる 「逆命題法」 し
か方法論を持ち合わせず，具体的な実験処理としては 

「剪根法」 くらいしか思いつかない．呼吸阻害剤を使う
とか，低温処理をするというのも，根系の生理的活性
を落としてその影響を検討していることになる．
根系を掘って記載し，組織構造を調べる，環境条件
や栽培条件を変えて反応をみるという地道な作業は，
データの積み上げという意味で大切なことである．し
かし，このようなことを繰り返すだけで良しとするの
では完全な思考停止で，そこから抜け出すことができ
ない．
最終的に水稲根系の形態と機能を全体として理解
し，それを作物栽培の改善につなげるにはどうしたら
いいのであろうか．どの生育段階に，土壌中のどこに，
どういう冠根や側根が形成され，それがどういう役割
を果たしているか，すなわち形成過程を踏まえた役割
分担や協力関係を明らかにしていくことが必要と考え
ている．
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その一部は，従来の地道な調査作業の延長によって
実現できるかもしれないが，ブレイクスルーにはほど
遠い．また，根系の形成時期や形成場所によって根の
機能が規定されているのではなく，その時期，その場
所に 「たまたま」 分布している根が，どういう役割を
果たすかということかもしれない．

10．根のアンチエイジング

最後に，水稲の根系研究の今後について，少しコメ
ントしておきたい．著者は水稲根系の発育形態学・機
能形態学を中心に研究を進め，一区切りついたところ
で，根系の形態と機能との関係に研究をシフトさせた．
根の機能について研究する際，どの形質を指標にす
るかを考えなければならない．著者は，根系の出液速
度を根の機能の指標とすることにした．これは，山形
県で長年に渡って 「農村通信」 という月刊誌を発行し
て，現地の稲作をリードしてきた農村通信社の講師陣
のアドバイスに基づくものである．
すなわち 「よく穫れるイネは，朝，葉先につく水滴
が大きい」 という気づきである （森田・阿部，2000）．
これは，植物の能動的吸水にリンクした出液現象に関
わるものである．出液速度を指標として選定したのは，
農家水田で測定が可能で，機械や試薬を必要としない
で測定できること，根系全体をほぼインタクトな状態
で対象とできるからである．また，呼吸速度などの生
理現象とリンクしており，根の生理的活性 （=根の活
力） の指標に相応しいからである．そして，根の出液
速度=根の長さ×根の活力，すなわち，根の活力=

出液速度 /根の長さと考えて検討を進めてきた．
出液速度を指標にして根系の生理的活性について検
討を進めるなかで，改めて分かってきたことも少なく
ない （森田ら，2010a，b，c）．その一つに，根の老化
がある．稲作において出穂，開花に続く登熟期は，収
量キャパシティが決定した後，籾にどれだけの光合成
産物が貯まり最終収量が決まるかという非常に重要な
時期である．
この間，新しい冠根の出現や生育がほとんどなくな
り （側根の形成と枯死は進む），急速に根系全体の生理
的活性が低下していく．そして，これが収量形成に密
接にリンクしている．すなわち，この間の出液速度の
低下は根の老化を示しており，この老化がゆっくり進
むイネが，最終的に高い収量をあげるという事実が確
認されている （森田，2021）．
根の老化を止めることはできないが，ゆっくりと進
めさせる 「根のアンチエイジング」 に，多収への一つ
の大きなヒントがあるのではないだろうか．イネの根
の老化を減速させ，根の活力を相対的に高く維持する
ためには，水管理 （Matsue et al.，2021） や窒素追肥 （森

田，2021） が役立つと考えられるが，研究はまだ十分
に進んでいない．動物やヒトでは近年，老化研究が急
速に展開されており （小林，2021），イネの根系研究で
も老化が重要な指標となりそうである．
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連載　根の研究の30年を展望する

Recent 20 years of tree roots research in Japan and 30 years for Japanese Society of Root Research : Yasuhiro 
HIRANO (Graduate School of Environmental Studies, Nagoya University)

前号で本連載に執筆された犬飼義明当時会長から，
名古屋大学で開催された第 50回記念根研究集会の開
催後に会長を引継させていただき，2020年 1月から
2021年 12月まで務めさせていただいた．この期間，
新型コロナ感染症の流行，それに伴う緊急事態宣言な
どの影響を受け，根研究集会も 2020年 5月に予定さ
れていた第 51回大会信州大学は中止，第 52回大会以
降，2022年 6月の第 55回大会までオンライン開催と
なった．2022年 9月の第 56回大会九州大学で対面開
催が併用され，根研の皆さんとようやく再会すること
ができた．この時，皆マスクをしながら久しぶりに顔
を合わす不安感と同じ部屋で議論できる喜びは今でも
忘れられない．私が会長をさせていただいた期間の根
研究集会は，すべてオンライン開催であったため，私
の顔や挨拶，また毎回オンライン越しに着ていた根研
シャツの様相も思い出せない会員の方々が多いかもし
れない．コロナ禍により，根研では学生会員数，発表
や議論，交流機会の減少など様々な影響を受けた．し
かし，2024年 7月に福井県立大学主催の第 59回大会
では，コロナ禍以前のように根研の活気が取り戻せて
いることにとても安心し，根の研究分野の持続可能性
を感じることができた．特に樹木根研究の学生会員が
根研会員の先生方また学生間で自由に交流している様
子は，これこそが根研！と将来を明るく照らす場を共
有していると感じた．

1．森林学会　樹木根の成長と機能　20 年 

欧州樹木根研究者ネットワークを根本に

私は 2003年から 2005年にスイス森林雪景観研究所
で，Ivano Brunner博士 （第 1図 A） のご指導により，
土壌酸性化が樹木根系に与える影響を研究させていた
だいた．土壌酸性化が実際に進行してきたスイス南部
のクリ林やクリ苗の根系を対象に，根の研究手法のみ
ならず，研究への取り組み姿勢，学術論文の書き方，
まとめ方などを数多く学ばせていただいた （Hirano et 

al.，2006）．またその期間，幸運にも欧州樹木根研究
者共同プロジェクト （COST Action E38 Woody Root 

Processes https://www.cost.eu/actions/E38/） が，イギリ
ス Douglus Godbold博士 （第 2図 B） と Ivano Brunner 

博士を中心に開催されており，その研究集会に年 2回
ほど参加させいていただく機会を得た．その共同プロ

樹木根研究 20 年と根研究学会 30 年

平野恭弘
名古屋大学大学院環境学研究科

　　連絡先 〒 464-8601　愛知県名古屋市千種区不老町
　　E-mail: yhirano@nagoya-u.jp

(A)

(C) (D)

(B)

平野 第1図

第 1図 （A） スイス Ivano Brunner博士と森林総研野口享
太郎氏と筆者．スイス森林雪景観研究所．2004年．
（B） 2016年に訪日されたイギリス・オーストリ
ア Douglas Godbold博士．（C） 2023年第 58回根
研究集会に招待されたフィンランド Leena Finér

博士．（D） 2017年にエストニアで開催された第
7回国際樹木根会議で Ivika Ostonen博士．

(A) (B) (C)

(D)

平野 第2図
第 2図 （A，B，C） 筆者と野口享太郎氏，大橋瑞江氏で

第 6回国際樹木根会議の運営委員長を務めた．
（D） 名古屋大学豊田講堂前での参加者集合写真．
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ジェクトでは 3つのワーキンググループ i） Root as 

indicators of environmental change，ii） Fine root 

dynamics，iii） 3） Modelling of coarse root structureが設
置されており，研究集会では北米などから K. S. 

Pregitzer博士や D. M. Eissenstat博士など数々の樹木
根の国際的最先端研究者も招待講演として参加されて
いた．この集会では，単に研究発表にとどまることな
く，ワーキンググループ内および全体の研究者間で議
論ばかりをするセッションが毎回設けられていた．こ
の議論のみをする時間はとても新鮮かつ刺激的で，欧
州 20か国程度のそれぞれの樹木根先端研究者が，実
際に行っている根の測定方法の利点欠点を細かい実務
視点で話し合ったり，枯死根とは？ という命題に対
して自分らの基準を共有して皆がある程度納得する一
つの方向性を議論しまとめていくという過程は，日本
の学会では全くしたことのない経験であった．さらに
最終的にはワーキンググループごとに総説論文を執筆
し樹木根特集号として発刊することで，現在でも各手
法のバイブル的な論文となり，現在も多数引用されて
い る （Ostonen et al.，2007；Finér et al.，2007；
Vanguelova et al.，2007；Tobin et al.，2007）．森林総研
の野口享太郎氏 （第 1図 A） は日本からこれらの集会
に参加し，non-COSTメンバーとして正式に日本を登
録することに尽力された．また Finland Joensuu大学に
滞在中の大橋瑞江氏は，フィンランド Leena Finér博
士 （第 1図 C） やエストニア Ivika Ostonen博士 （第 1

図 D） らと総説論文の執筆に協力された．
私は 2005年に帰国後，このような樹木根研究者の
ネットワークつくりを国内でも立ち上げたいと，まず
は森林総研の野口享太郎氏と 2006年の森林学会で 「樹
木根の成長と機能」 と題するセッションを開催した．
当時の森林学会では，根に関する研究は様々な部門の
発表部屋に分かれてしまい，なかなか一堂にそれらを
聴講し情報共有することはできなかった．その年，26

件もの口頭発表が，樹木根というキーワードだけで集
まり，改めて根に対する関心の高さを目の当たりにし
た．これを聴講されていた森林総研の三浦覚氏のご尽
力もあり，これらの発表内容を元に日本森林学会英文
誌 Journal of Forest Researchの樹木根特集号を 2007年
に発刊することができた （Hirano et al.，2007）．さらに，
上記の COSTE38の最終まとめの国際学会，イギリス
ウェールズ大で開催された第 4回国際樹木根会議で，
COST E38，Springer社，森林学会の協力もあり，全
参加者に特集号を配布することを行った．主催者の
Douglas Godbold 博 士 と Ivano Brunner 博 士 の 総 説 

（Brunner and Godbold，2007） も掲載された本特集号の
配布により，会議参加者からは，日本の樹木根研究は
とても盛んですね！ と多くの称賛の声をいただいた．

その後私たちは，大橋瑞江氏の協力を得て，野口享太
郎氏と 3人でコーディネートしながら，それ以降毎年 

「樹木根の成長と機能」 を森林学会で開催してきた．根
研で著名な九州大学菱拓雄氏からは，2024年開催の
森林学会樹木根セッションの総合討論において 「2007

年の Journal of Forest Research誌の国際学会配布が僕
の研究をさらに国際的にしてくれた．あれは素晴らし
かった．」 と若手会員の混じる前で感謝を述べられて
いたことは，こんなにも時を経て感想が聞けたことに
涙がでるほどうれしかった．来る 2025年 3月に行わ
れる森林学会では 20回目を迎えることとなる．近年，
コーディネータのバトンを次世代に受け渡すべく京都
大学の檀浦正子氏，北海道大学の福澤加里部氏，信州
大学の牧田直樹氏にも協力をいただいている．「樹木
根と成長機能」 では，根研究学会からも，阿部淳氏，
唐原一郎氏，塩野克宏氏などに招待講演をしていただ
き，根の研究手法共有や植物としての根の機能の理解
などを通して，樹木根研究者間のネットワーク化を進
めてきた．またイギリスの第 4回国際樹木根会議では，
後援として根研究学会にもご協力いただき，特に苅住
基金を通して，若手研究者を派遣していただいた．

2．2014 年　第 6 回国際樹木根会議の開催

「樹木根の成長と機能」 のセッションと年 2回開催さ
れる根研究集会を通じて，樹木根研究者間のネット
ワークは着実に培われてきた．私と野口享太郎氏と大
橋瑞江氏 （第 2図 A，B，C） は，その集大成の一つと
して，2014年 9月に名古屋大学で第 6回国際樹木根
会議をアジアで初めて開催した （第 2，3，4図）．根研
究学会にも所属する樹木根研究者が運営委員会を構成
し，根研究学会には共催の手厚いご協力と強力なご援

(A) (B)

(C) (D)

平野 第3図

第 3図 第 6回国際樹木根会議の様子．（A） 根研も共催し
ていただいた会議の歓迎挨拶 （筆者）．（B） Plant 

Rootの国際会議特集号への投稿をよびかける菱拓
雄氏．（C） アメリカ David Eissenstat博士らの会議
で の 議 論．（D） Ivano Brunner 博 士 と Douglas 

Godbold博士のリードで行われた総合討論．
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助をいただいた．2014年 9月の第 41回根研究集会は，
国際学会の直前イベントとして名古屋大学で開催され 

（第 5図），一般向けのジョイントセミナー 「人と環境
を支える根」 として中野明正氏 （第 5図 B）などに，
根研究集会ではフィンランド Heljä-Sisko Helmisaari博
士 （第 5図 C） にもご講演いただいた．また，先の
COSTE38にならい，根研究集会でグループディスカッ
ションに取り組んだ （第 6図）．このプレイベントの後
に開催された国際樹木根会議は，20か国以上から 130

名程度の国際樹木根研究者が参加された．また根研究
学会，特に阿部淳氏，山内章氏には国際会議企画の段
階からご相談にのっていただき，2001年に名古屋で
開催された第 6回国際根研究集会シンポジウム （森田，
2001） での準備ノウハウをたくさん聞かせていただい
た．さらに根研究学会のウェブサイトを，第 6回国際
樹木根会議に利用させていただいた．この国際会議の
研究発表内容は，特集号の一つとして Plant Rootに企

画していただき （Hishi et al.，2015），国際誌 Treesの
国際会議特集号 （Noguchi and Koike，2016） とともに国
際的に公表された．このようなプレイベント，ウェブ
サイト，共催，Plant Rootを通じて，根研究学会によ
り全面的にバックアップしていただいた結果，第 6回
国際樹木根会議は成功することが可能となったのであ
る．改めてお世話になった根研究学会の先生方，皆様
に感謝申し上げます．また近いうちに次の世代が，国
際会議を運営される際には，この時と同様に私自身も
協力し，根研究学会にもその役割を再び期待したい．

3．2020 年　樹木根初の教科書　森の根の生態学

こうして培われてきた国内の樹木根研究者を中心と
して，待望の樹木根初の教科書 「森の根の生態学」 を
共立出版から 2020年 12月に発刊することができた 

（第 7図）．私たちの学生の頃は，樹木根に関する基礎
的な知見は，苅住昇氏の樹木根系図説 （誠文堂新光社） 
を筆頭に，森林生態学や樹木生理学の教科書，また
2008年に森田茂紀氏と田島亮介氏により翻訳された 

「根の生態学」 （シュプリンガー・ジャパン） などを頼
りにしてきた．私たちは，樹木根の教科書の企画を，
Journal of Forest Research誌の特集号が発刊された後の
2008年からすでにはじめていた．しかし，一冊の教
科書として樹木根の研究を網羅するには，私自身また
樹木根研究者ネットワークの基盤もまだまだ力不足
で，満足のいく目次と執筆予定者を構成することがで
きなかった．それ以降，欧州樹木根研究者ネットワー

平野 第4図第 4図 第 6回国際樹木根会議の現地検討会．特別
な許可をいただき伊勢神宮の森の根を観察．

(A) (B)

(C) (D)

平野 第5図
第 5図 （A） 第 6回国際樹木根会議のプレイベントして開催

された公開シンポジウム 「人と環境を支える植物の
根」 と第 41回根研究集会．（B） 公開シンポで公演さ
れる中野明正氏．（C，D） フィンランド Heljä-Sisko 

Helmisaari博士らの根研究集会での特別講演．

(A) (B)

(C)

(D)
平野 第6図

第 6図 第41回根研究集会で取り組まれた根のグループディ
スカッション．（A） ディスカッションの各テーマ．
（B，C，D） 各グループによるディスカッション．



根の研究（Root Research）　33 （4）（2024）

－ 125－

クなどを通じて，懇意にしていただいた Douglas 

Godbold博士，Ivano Brunner博士，Leena Finér博士，
Helja-Sisko Helmisaari博士，Ivika Ostonen博士などの
来日や共同研究，総説の執筆 （Finér et al.，2011a；
2011b；Brunner et al.，2013） などを通じて，国内の樹
木根研究者ネットワークを， 「根研究集会」 や 「樹木根
の成長と機能」 のセッションを継続することで充実化
してきた．また 2019年に開催された第 50回記念根研
究集会では，2024年の今を時めくキーワード 50－ 50

に先んじて， 「これまでの 50回，これからの 50回」 （犬
飼，2024） と題し，根研会員によるグループディスカッ
ションが行われた．これらの中でも根の研究手法の統
一化や教科書の必要性が話題になり， 「森の根の生態
学」 発刊へ機が熟したことを認識した．おかげさまで 

「森の根の生態学」 は，森林のみならず，植物，農業，
造園，土木など多岐にわたる分野の学生，研究者，行
政，関連企業の方々に，数多く手に取っていただき，
共立出版も 「想像を超える売上部数です」 と喜んでい
いただいている．森の根の生態学は，著者の皆様の協
力により，印税を根研究学会の苅住基金に毎年ご寄付
していただいている．苅住氏の 「樹木根系図説」 から
いただいた苅住基金のバトンを引き継ぐべく，これか
らの根の若手研究者の皆さんに有意義に使っていただ
けることを希望している．また，2023年から 2024年
には，中野明正氏や小泉光久氏が中心となり，2016年
から 2017年の 「根っこのえほん」 シリーズ （大月書店） 
に続き， 「根っこのふしぎな世界」 シリーズ （文研出版） 
が出版され，2024年には根研究学会の会員が執筆し
た 「図解でよくわかる　根のきほん」 （誠文堂新光社） 
が発刊された．これらの一部も苅住基金への協力が予
定されている．次世代の皆さんに根の興味を伝えてい

くという点だけでなく，広く一般の皆さんに私たちの
研究興味の対象である根の不思議をわかりやすく平易
に解説するという点でも，根研究学会の新しいオリジ
ナリティのある有意義な取り組みだと感じている．

4．これまでの 20 年，これからの 30 年

国内樹木根研究者のネットワークがこれまでの 20

年の間に，森林学会 「樹木根の成長と機能」 と根研究
学会の 「根研究集会」 の場を通じて，数々の経験を経
て作り上げられてきたことを上記で顧みた．これらは
いずれも根研究者間が対面で行ってきた相互理解，議
論，共有から培われてきている．新型コロナウィルス
感染症の蔓延でオンライン下での議論や交流が停滞し
たことを私たちは経験した．年2回いずれかにでも 「根
研究学会の会員が集う場そのものに大きな大切な意味
があること」 が，これまでの樹木根研究 20年間から根
研 30年間を見てきても明らかである．根研究学会会
員一人一人が，根の研究というバトンをもって，私自
身も含めて次世代へ皆さんで引き継いでいけたら，こ
れからの 30年で根の研究に起こることに大きな期待
をせざるを得ないだろう．
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連載　根の研究の30年を展望する

私と根研

根研究会が 30周年を迎えたことを記念して，歴代
会長がリレー方式で文章を書くという企画があること
を事務局長に言われたのは，昨年の 12月半ばである．
根研の会長の交代は一月なので私はまだ会長に就任す
る前であったが，すでに会長の肩書のプレッシャーを
ひしひしと感じることとなった．
私が根研究学会の前身である根研究会に始めて参加
したのは 1995年，修士 1年生の時である．研究室の
先輩に誘われて，鳥取大学乾燥地研究センターで行わ
れた第 5回根研究集会で研究発表をした．正直，自分
の発表は全く記憶に残っていないが，その時に参加し
た根研の懇親会が研究室の飲み会のようにアットホー
ムだったのを覚えている．その時は樹木根をテーマに
していた参加者は先輩と私だけで，会長の森田先生が
何度も何度も，樹木根をやっている人も歓迎だと言っ
てくれたのが印象的だった．だから 30年とまではい
かないものの，27年の長きに渡って根研究会との付
き合いを続けてきたのかもしれない．今では根研究学
会には樹木根の研究者も多く参加しており，樹木根の
研究者が会長になるのは私で二人目となる．
ところで先日，前事務局長が前会長の提案を受けて
歴代の役員をまとめたリストを送ってきた．その記録
によると，私が最初に根研の役員となったのは 2000

年，評議員を拝命した時である．2000年といえば学
位を取得した年なので，もしかしたら会長は，私が学
生の身分を終えるのを手ぐすね引いて待っていたのか
もしれない．2003年にフィンランドに渡ったため，評
議員としての活動は停滞したが，4年間のフィンラン
ド滞在中に 2度，フィンランドでの活動報告や私が勤
めていた研究所の紹介記事 （第 1図） を根の研究に寄
せるチャンスをいただいた．また，このころに Plant 

Rootの企画が持ち上がり，雑誌の名前を考える段階か
ら私も参加させていただいた．2007年に現在の大学
にポストを得て帰国したことから，2010年には副会
長を務め，根研の姫路集会の実行委員長となった．そ
して今回，会長に就任する直前に再び根研の姫路集会
を開催することになった （第 2図）．このように思いが

けず，根研と私とは切っても切れない関係を続けてき
た．
さてなぜこんなにも長く根研に関わってきたのか？ 

その理由の一つは，私の研究テーマが常に森林地下部
を対象にしていたからだろうと思う．ただし私が根そ
のものを研究対象にしたのは今の大学に就職してから
であり，それまで私のテーマは土壌呼吸 （地面から二

次世代に期待する根の研究

大橋瑞江
兵庫県立大学環境人間学部

　　連絡先 〒 670-0092　兵庫県姫路市新在家本町 1-1-12
　　E-mail: ohashi@shse.u-hyogo.ac.jp
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図 1 2004 年に書いたフィンランド
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第 1図　2004年に書いたフィンランド森林研究所の紹介記事．
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酸化炭素が発生する現象） や土壌動物であり，それら
に併せて根の研究 「も」 していたに過ぎなかった．し
かし根研ではこのような関り方も許されており，多様
な立場の会員が気軽に参加できるのが根研の大きな特
徴である （山内，2023，根の研究 32巻 4号より）．私
は根の研究をサブテーマとして長く研究会と関わり続
け，結果的に一緒に根を研究する多くの仲間に恵まれ
て，いまではメインテーマとして根を研究している．
思えば根研の発展と共に，私も研究者としての人生を
歩んでおり，根研は私の研究人生に伴走してくれたの
だと思う．

根研の過去とこれから

さて自分の話に終始してしまったが，この企画の趣
旨は，根研の 30年を振り返り，今後の 30年を考える
ことである．学会のHPを見ると根研の設立目的は 「植
物の根とそれを取り巻く環境に関する学術を発展させ
るとともに，同学の士の親睦を深めること」 となって
いる．おそらく学術的な学会はいずれも同様の目的を
もって設立されていることと思うが，多くの学会が定
款や規則を細かく設けているのに対し，根研の会則は
シンプルで項目も少ない．それは恐らく根研を立ち上
げた先生方が，自由で大らかな活動を重視したからで
あろう．
学生時代から根研に関わってきた私にとって，根研
が持つ最大の個性は，まるで大学のサークル活動のよ
うなノリと連帯感である．およそ学会には似つかわし
くない，グッズ販売への熱意や，研究集会及び懇親会
での和気藹々とした空気は，学生にとっては親近感と
安心感を与えてくれるものである．一般に研究とは，
地味で孤独な作業の連続である．特に根は観察や採取
が難しい研究対象であり，見た目も華やかさに欠ける
ことから関心を持たれにくい．しかしながら，根の研
究者は研究対象としての根の面白さと根の研究の重要
性を知っている．この共通認識が，会員同士の強い連
帯感を生み，学生や初学者が研究を続けるうえでの励
ましやモチベーションを与えてくれるのだと思う．こ
の貴重な個性は，ぜひ今後の 30年も根研に残り続け，
次世代の根の研究者を育てる土壌となってほしいと思
う．
学術的な面で根の研究の発展を考えたとき，過去 30

年間に根研がもたらした役割はなんだろうか？ 私は，
特に二つの点で根研の存在は意義があったと考える．
一つは根の研究方法についての情報共有である．根の
研究の発展と研究手法の発展は，切っても切れない車

の両輪のような関係である．新手法の導入や考案が新
知見に結びつくことが多いため，根の研究者らは方法
論の開発に並々ならぬ関心を抱いている．そして根研
は，根の研究手法についての最新の情報をもたらす場
として機能していると思う．私自身，1994年に出版
された 「根ハンドブック」 で，フィールドで根の成長
を観察するためのミニリゾトロン法という手法を知っ
た．そして今ではこの手法を応用したスキャナ法で，
樹木の成長観察を行っている．年に 2回，研究集会を
行うということは，世間の研究の動向をそれだけ頻繁
に知ることができるということでもある．根研には，
引き続きこのような最新情報を提供する場となってほ
しいと考えるとともに，方法論の共有を推進する新し
い試みが生まれる場にもなってほしい．
根研のもう一つの存在意義は，ネットワーク研究の
きっかけの提供である．前述したように根の研究には
膨大な根気と新しい技術を必要とすることが多い．そ
して一人の研究者ができることは限られている．その
ような中，同じ目的を持つ同志が，タスクを分け合っ
たり技術を持ち寄ったりすることは新しいテーマの開
拓につながる．出会いの場の提供は他の学会でもして
いることだが，根研の強みは， 「根」 という素朴で分か
りやすいターゲットが分野や立場を超えた人々を集
め，研究集会でのなんでもありという自由で軽いノリ
が新しいつながりを生み，研究の難しさが強い結束力
をもたらすことだと考える．実際，昨今の根研究集会
では，作物根と樹木根の研究者らが共同研究した成果
を目にすることもあり，分野の垣根を超えた新しい交
流が生まれているのを感じる．そしてインターネット
の普及によって，分野だけでなく国や世代など様々な
垣根が超えやすくなっている今，今後の 30年はさら
に新しいネットワーク研究が発生する場として根研が
機能し，過去 30年には不可能だった新しい試みが可
能となると期待している．

終わりに

今回の企画に参画することになり，自分と根研との
関係を通して根研の過去と未来を展望してみた．そこ
で気が付いたのは，私の研究者人生は 30年も残って
おらず，せいぜいその半分しか未来の根の研究には参
画できないということである．しかし，運が良ければ
あと 30年生きることは可能かもしれない．30年後の
根研がどうなっているか，この目で見ることができる
ことを願いつつ，筆をおくこととする．
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「根のきほん」 が根研究学会の協力を得て，2024年
10月 17日に誠文堂新光社から刊行されました．すで
に誠文堂新光社から農業関係を中心に，図説でわかり
やすく解説する， 『農業のきほん』 や 『施設園芸のきほ
ん』 などの，好評を博している “きほんシリーズ” が
11冊出版されており，その最新刊になります． 見開
きワンテーマで，写真やイラスト等が添えられており，
根への理解が深められます．根のトリビアのような，
とっつきやすいテーマから実践に生かせるテーマま
で，幅広い内容になっています．ターゲットは，高校
生や大学生，実際の生産者や管理者にも参考になる内
容です．
本書の大きな特徴としては，農業生産だけでなく，
根研究学会の特徴でもある，環境に大きく貢献する森
林における根についても大きく取り上げている点で
す．最近頻発する土砂災害で，斜面が崩れ，その時に
根が剥き出しになった写真をご覧になった方もいるで
しょう．本書を通じて森林管理への洞察を深めること
ができるでしょう．
このように根に関する情報は，日々の生活の見える
ところに登ってくること事は少ないですが，食や環境
を，それこそその根底から支える植物の重要な部位で
あることを垣間見ることはできます．食と環境の重要
性が改めて増している現在にあって，今こそ，今まで
にない切り口として，根全体から世界を眺めてみる必
要があるのではないかと考えています．
本書には農業や林業に役立つ視点もあるでしょう
し，知らなかったことで，友達や家族に話したくなる
ような面白い発見もあると思います．また読んだ後は，
花や木を見ても，その下にある根が見えるようになる

かもしれません．本書を通して 「隠れた半分」 への想
像を膨らませて頂きたいと思います．
なお，ほとんどの原稿料は，根研究学会の運営に寄
付していただきました．執筆へのご協力およびご寄付
をいただきました諸先生方に，この場をかりて御礼を
申し上げます．

「根のきほん」刊行

中野明正
千葉大学　大学院　園芸学研究院

　　連絡先 〒 277-0882　千葉県柏市柏の葉 6 丁目 2-1
　　E-mail: anakano@chiba-u.jp

「根のきほん」刊行 

千葉大学 大学院 園芸学研究院 中野明正 

 

連絡先 〒277-0882 千葉県柏市柏の葉 6 丁⽬ 2-1 
E-mail: anakano@chiba-u.jp 
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26．発根を促す

果樹などの多くは，植物体を挿木で増殖させる．特
に樹木の場合，種子を得るのに時間がかかることや，
均質な種子を得ることが難しいことからも理解でき
る．「桃栗三年柿八年」 は成果を得るには時間がかかる
ことを示す “ことわざ” だが，実際の果樹生産では発
根を早めたり根域制限栽培で成園化を早めたりする技
術が開発され注目されている．
発根剤として一般に普及している “ルートン” とい
う商品がある．成分名は 1－ナフチルアセトアミドで
あり，オーキシンとほぼ同じ働きをする．挿木の切り
口にぬりつけると，発根率が高まり，発根までの所要
時間が短くなるなどの効果が認められる．
最近，理化学研究所は植物に含まれる非タンパク性
アミノ酸の一種である 2－アミノピメリン酸が発根作
用を持つことを発見した （Kawadeら 2023）．この機能
性アミノ酸を与えることで，幅広い双子葉植物におけ
る発根の促進やバイオマス収量の増加が期待できると
のことである．近年ではバイオスティミュラントを活
用する農業技術が注目を集めていて，このような研究
も盛んになっている．2－アミノピメリン酸の生理機
能は， 「主根－側根系」 から 「疑似ひげ根」 化を促すと
のことである．ひげ根化で効率よく栄養を取り込むこ

とが可能となり成長に有利になる．挿木にも効果があ
るかもしれない．2－アミノピメリン酸もそれほど複
雑な化合物ではないが，根の発生や形態形成に大きく
影響を与えるようで，より効率の良い生産に応用でき
る可能性もあるだろう．ちなみに，これらの研究に用
いられたのはシロイヌナズナであり発芽から種が付く
まで 1～ 2か月と極めて短く，言わずと知れた植物生
理学におけるモデル植物である．生育期間の長い果樹
への応用が一足飛びに行くものではない場合も多い．
最初のことわざにはいろいろな続きがあり，もっとも 

“ひどい” 例を挙げておこう．「梅は酸い酸い十三年　
梨はゆるゆる十五年　柚子の大馬鹿十八年　みかんの
マヌケは二十年」．実際とは異なるものもあるが，要
するに果樹の結実には時間かかるということだ．武者
小路実篤 （小説家） は 「だるま 9年　俺は一生」 と続け
た．自分のスタイルを確立するために一生かけるとの
意気込みを語ったものとされるが，我々農林業に携わ
る者は，研究にかけるこの気概とともに，基礎的な知
見を一刻も早く現場に届けたいものである．

参考文献
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初夏の香りが漂い始めるドイツ，2024年 6月 3日か
ら 7日にかけてライプツィヒのヘルムホルツ環境研究
センターにて第 12回国際根研究学会 （ISRR） シンポジ
ウムが開催された （写真 1）．本シンポジウムでは 「社
会が直面する 3つの最も重要な世界的課題，気候変動・
生物多様性の損失・食糧危機の解決に向けた根研究の
役割」 をテーマに世界中から集まった研究者たちが活
発な議論を行った．11のセッショントピックが設け
られ，5日間の会期中にプレナリーレクチャー 10件，
口頭発表 114件，ポスター発表 154件の多様な研究発
表が行われた．我々は 「根と炭素―土壌における相互
作用から炭素貯蔵まで」， 「根と水―希少かつ変動する
資源の効率的な利用」， 「根の可塑性―生存と成長のた
めの環境の感知」 の 3つのセッションに主に参加した．
遺伝子レベルのミクロな研究から全球レベルのマクロ
な研究まで多様な研究発表が行われる中で，大規模な
装置を用いてより野外に近い条件で行う実験や，根に
おける養水分吸収のメカニズムを組み込んだ物質の流
れや収量の変化のモデル化，いかにして非破壊的に根
の成長や生態を観察するかが世界的トレンドであると
感じた．
エクスカーションでは開催地であるヘルムホルツ環
境研究センター所有の農林試験場を視察した．広大な
敷地内には商品作物から樹木に至るまで様々な植物を
栽培し，圃場実験などが行われているのを目にした．
併設されている研究施設には気象条件を管理し植物を
育てることが可能な大規模チャンバーなどの機材が立
ち並び，ドイツの根研究を牽引するトップレベルの研
究環境を実感した （写真 2）．
パネルディスカッションでは，分野をリードする 12

人の研究者が壇上に立ち， 「どのように研究テーマを
決めているのか？」， 「学校教育において根に関する知
見は十分に伝えられているのか？」， 「我々のコミュニ
ティーが直面している問題は？」， 「根形質のデータ
ベース化は必要か？」 等のトピックを議論した．そし
て，最後に本シンポジウムの大きなテーマである 「根
は社会問題を解決する手段となりうるのか？」 につい
て，根が持つ可塑性や地上部への影響を鑑みると，加

速する全球規模の地球温暖化や食糧問題の解決には根
の研究が間違いなくこと重要であると結論付けられ
た．一方で，室内で行われている実験結果をどのよう
に野外に還元するのか，野外で検出された現象のメカ
ニズムをどのように解明していくのかが今後の課題と
して挙げられた．そのためには，今後根の研究者同士
が活発に議論をしていくとともに，地上部など他のコ
ミュニティーとも交流をおこなっていくことが重要で

第 12 回国際根研究学会シンポジウム―ドイツで見た世界の根研究のいま―

諏訪竜之介 1）・橋本裕生 2）・細井彩 1）・増本泰河＊2）

1）信州大学大学院総合理工学研究科

2）信州大学大学院総合医理工学研究科

　　連絡先 〒 390-8621　長野県松本市旭 3-1-1
　　E-mail: t.masumoto21@gmail.com

根 研 究 学 会 Japanese Society for Root Research (JSRR) 
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あることを確認した．今一度自身の研究が大きな流れ
のなかでどこに位置づくのかを明確にしていくことが
重要であると感じた．

以下に期待と緊張を胸に秘めて参加した信州大学  

（牧田直樹研究室） の学生の 「見て，聞いて，議論して，
食べて，飲んで，経験してきた事」 を滞在記として伝
える．
今回の ISRRは私にとって初めての国際学会で，不
安や緊張などもあったが，多くの学びを得ることがで
きた．学会が行われたドイツ，ライプツィヒは音楽の
街として知られ，駅に到着してすぐ目の前に広がる歴
史的な教会や建物に感動したと同時に，これから始ま
る ISRRに向け一層身の引き締まる思いがした．学会
会場につくと，参加者が終始活発に交流を行っており，
各国の根の研究の進捗や成果・展望について知ること
ができた．研究の発展において，研究者同士の交流の
重要性を感じることができた．ポスターセッションで
は，高山帯の樹木根による無機態・有機態窒素吸収に
関する研究発表を行った．英語による発表に慣れてい
なかったため，内容をうまく伝えられるか，相手の質
問に答えられるか不安だったが有意義な議論をするこ
とができた．自身の研究で調べた有機態窒素吸収はこ
れまで研究例がなく，多くの研究者に興味を持っても
らうことができた．質疑応答の中で，多くの研究者か
らお褒めの言葉を頂くことができた一方，手法の改善
点や結果の解釈，図の示し方，統計解析の仕方などに
ついて多くのアドバイスをいただいた．自身の研究に
関心を持っていただけたことで自信につながり，自身
の研究の課題についても知ることができたため，とて
も充実した機会になった．また他の研究者の発表を聴
講し，多くの知見を得ることができた．どの研究も独
創的なテーマで，厚みのあるデータで事細かく検証さ
れていた．多くの研究者の発表を通じて学んだテーマ
設定や研究方針，手法を自分の研究にしっかりと落と
し込み，根の研究分野を開拓していける研究をしてい
きたいと感じた．（諏訪竜之介）
今回の ISRRは私にとって初めての国際学会，初め
ての英語でのポスター発表であった．そのためドイツ
への渡航前には不慣れな英語で臆せず議論することが
できるか，発表以外のブレイクタイムにおいて研究者
達の会話に入ることができるかを不安に感じていた．
しかし，開催されると，お話したどの研究者の方々も
暖かい雰囲気で，根の研究を共通項として様々な国の
研究者と積極的に交流することができ，非常に嬉し
かった．特に，自身の発表テーマである 「深層土壌」 
の根の寿命に興味をもつきっかけとなった論文の著者
が来ており，握手し発表を聞きに来ていただけたこと

が至福の出来事であった （写真 3）．さらに，同じ深層
土壌や細根動態を研究する方々と議論することができ
非常に有意義な時間であった．また，作物根の解剖構
造に関する発表では，樹木根と作物根における相違点
と認識していた現象も，土壌環境の変動や植物種に
よっては共通してみられることを初めて知り，非常に
興味深い内容であった．3日目の夜に開催されたバン
ケットでは，厳かな雰囲気で行われると予想していた
が，実際には自由に席を移動しながら食事を楽しむ非
常に和やかな雰囲気であった．さらに，会場には DJ

による音楽を楽しむスペースもあり，各国の研究者が
華麗なステップを披露していた （写真 4）．我々 4人も
恥じらいながらもサムライステップを披露し，他の研
究者達と楽しい時間を過ごした．ISRR全体を振り返
ると，積極的に会話はできたものの，英語の意図を一
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度でキャッチすることが難しかったため，英語能力が
より堪能であれば限られた時間でも一歩深い議論がで
きただろうと悔しさが残った．また，生育環境や種の
異なる根でみられる共通点や相違点の興味深さや，自
身の研究と世界中で並行して行われている研究の繋が
りを改めて実感し，現在取り組んでいる修士研究によ
り一層力を入れて取り組んでいきたいと感じた．（細
井彩）
今回 ISRRに参加し，世界の第一線で活躍する根の
研究者と議論することができ，非常に良い経験を得た．
私はポスターセッションにて，修士課程での研究成果
を発表した．自身の研究テーマの一つである根呼吸や
根のフェノロジーに関する研究発表はあったものの，
根の非構造性炭水化物との関わりを研究していること
に対して面白いという言葉を聴講者から聞き，嬉しさ
を感じた．樹木根以外を研究対象としている方々から
は目新しい意見を投げかけられたことで，白熱した議
論となった．さらに，調査地である山岳域の森林の気
候の特徴についても質問を受け，日本の山岳域の森林
研究の状況や課題なども海外研究者に伝えることがで
きた．本学会では技術色の強い発表も多く，スキャナ
法やミニライゾトロン法をはじめ，いかにして非破壊
的に根の成長や生態を観察するかが世界的トレンドの
一つであることを改めて実感した．その他，根の形質
をより高い精度で分析するための画像解析ソフトウェ
アの提案など，日本ではまだ普及していない技術や手
法を知ることもできた．根研究とは関係ないが，国際
学会の運営事情も興味深かった．学会を通じて食事が
提供されることがしばしばあったが，そのどれもが
ヴィーガン料理で，私自身タンパク質が不足した．宗
教や思想が混在するヨーロッパ開催である故，様々な
参加者に受け入れられる環境を提供することも国際学
会運営の重要事項であると感じた．世界的研究課題や
トレンドを知ると同時に，樹木根研究における自身の
研究の位置づけを認識することのできた貴重な学会で
あった．（橋本裕生）

16時間の長い長いフライトを終えドイツに降り立つ
と，そこには欧州特有の美しい街並みが広がっていた．
感動を覚えながら最初の朝食にクロワッサンを食べ
た．外はサクサク，中はふわふわ，濃厚なバターと小
麦の味が口の中に広がり時差ボケも吹き飛んだ．初め

てのヨーロッパ，初めての対面参加ということもあり，
今回の ISRRには大きな不安を抱えて挑んだ．世界の
根研究者たちと渡り合えるのだろうか？ そんな緊張
をよそに，初日からカナダの研究者と 1時間にわたっ
て議論が白熱した．主な議題は 「根形質の種内変動が
樹木の成長に与える影響」 だったが，途中から顕微鏡
観察の話題となり根毛や菌糸の見え方の違いについて
2人で夢中になって話し合った．英語はぎこちなかっ
たが，論文では表せない普段の観察で見つけた苦労や
感動を海外の研究者と根を共通言語として共有でき，
大きな喜びを感じた．不安も軽くなり迎えたポスター
発表，熱帯や乾燥帯といった多様な生態系の研究者と
議論し，根の形態変化が同じであってももたらされる
機能の変化が異なることに驚いた．樹木の多様な戦略
に驚くとともに，現象の一般化に向けては世界中の研
究者と話をする重要性を感じた．ISRRを通じて，改
めて根の深みを体感し，まだまだできる事，やりたい
ことがあることを再認識できた．この気持ちを大事に
今後の研究を進めていきたい．（増本泰河）

ISRRに参加して根研究の最先端，奥深さを知り，
自身の研究の世界との繋がり，発展性を認識した 4人．
それぞれが感じた 「世界の根研究のいま」 を大切に今
後の研究生活を歩んでいきたい （写真 5）．
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2024 年年度度 根根研研究究学学会会賞賞 のの決決定定ににつついいてて 
 
 今年度の根研究学会賞については，本誌『根の研究』の前々号（第 33 巻第 2 号）において候補

募集の告示を致しました．推薦があった業績について，専門分野が近い複数の会員に評価を依頼

し，その答申に基づいて正副会長で審議の結果，下記の通り，学術功労賞 1 件，学術奨励賞 3 件

の授賞が決定しました．ここに，会員の皆様に御報告します． 
 功労賞，奨励賞の授賞式と受賞記念講演は，2024 年 12 月 14 日に開催される第 60 回根研究集

会（東海大学）で執り行う予定です．受賞者には，賞状と副賞（根研ロゴ入りパーカー）をお贈り

します．受賞記念講演の要旨は，第 33 巻別冊 2 号として根研究集会の一般発表の要旨集と一緒に

掲載を予定しています． 
＊「業績の概要」は，推薦状や審査報告を基に，根研究学会事務局が要約したものです． 
＊過去の受賞業績一覧は，根研究学会のホームページに掲載しています． 

授授賞賞がが決決定定ししたた業業績績ととそそのの概概要要 

【【学学術術功功労労賞賞  １１件件】】 

業業  績績：：ダダイイズズのの耐耐湿湿性性向向上上ののたためめのの二二次次通通気気組組織織にに関関すするる研研究究 
受受賞賞者者：：島島村村 聡聡（（農農研研機機構構九九州州沖沖縄縄農農業業研研究究セセンンタターー）） 
推薦者：小柳 敦史（農研機構中日本農業研究センター） 
業績の概要：受賞者はダイズの耐湿性の向上を目指し，これまで知見が少ないダイズなどの根，

茎等に形成される二次通気組織の研究に取り組んできた．二次通気組織の形成に関するマメ科植

物の種間差異とそれらが耐湿性に関与することを明らかにし，さらにこれらの形成にはダイズに

おける品種間差異，二次通気組織が形成過程などの顕著な研究業績を上げた．また，候補者は２

０１４年から２０２１年度までの実に４期８年の長きにわたり根研究学会の事務局長を務め，さ

らに「根の研究」，「Plant Root」の編集においても多大な貢献をはたした．以上から，根研究学

会学術功労賞にふさわしい業績として高く評価された． 
 
業績（関連の論文等） 
1. Satoshi Shimamura, Takeshi Nishimura, Tomokazu Koshiba, Ryo Yamamoto, Susumu Hiraga, Takuji 

Nakamura, Setsuko Komatsu (2016) Effects of anti-auxins on secondary aerenchyma formation in 
flooded soybean hypocotyls. Plant Production Science, 19: 154-160. 

2. Satoshi Shimamura, Ryo Yamamoto, Takuji Nakamura, Shinji Shimada, Setsuko Komatsu (2010) 
Stem hypertrophic lenticels and secondary aerenchyma enable oxygen transport to roots of soybean in 
flooded soil. Annals of Botany, 106: 277-284. 

3. Satoshi Shimamura, Satoshi Yoshida, Toshihiro Mochizuki (2007) Cortical aerenchyma formation in 
hypocotyl and adventitious roots of Luffa cylindrica subjected to soil flooding. Annals of Botany, 100: 
1431-1439. 

4. Satoshi Shimamura, Toshihiro Mochizuki, Youichi Nada, Masataka Fukuyama (2003) Formation and 
function of secondary aerenchyma in hypocotyl, roots and nodules of soybean (Glycine max) under 
flooded conditions. Plant and Soil, 251: 351-359. 

他に，関連原著論文10編，総説・解説記事等4編，学会賞等2件． 
 
【【学学術術奨奨励励賞賞  ３３件件】】 

業業  績績：：イイネネににおおけけるる可可塑塑的的なな側側根根形形態態制制御御機機構構のの解解明明    
受受賞賞者者：：河河合合 翼翼(農農業業・・食食品品産産業業技技術術総総合合研研究究機機構構) 
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【【学学術術奨奨励励賞賞  ３３件件】】 

業業  績績：：イイネネににおおけけるる可可塑塑的的なな側側根根形形態態制制御御機機構構のの解解明明    
受受賞賞者者：：河河合合 翼翼(農農業業・・食食品品産産業業技技術術総総合合研研究究機機構構) 
 

推薦者：犬飼 義明（名古屋大学農学国際教育研究センター） 
業績の概要：イネ科作物は，形態学的・解剖学的特徴の異なる S 型側根と L 型側根を形成す

る．イネにおいて，天水田のように土壌の乾燥が頻発するような環境下では，乾燥ストレスに応

答して太く長く，かつ高次側根を形成するL型側根を可塑的に増加させ，根域拡大をもたらす能

力が地上部生育の維持に貢献する．しかし，外部環境により可塑的に変化する根系形態の遺伝学

的解析は困難であり，可塑的な側根発育を制御する分子機構は未知であった．受賞者は水耕栽培

したイネ種子根の根端を切除することで L 型側根を誘導する根端切除法を確立した．根端切除

法を用いて，野生株よりも多くの L 型側根を形成する変異体を選抜し，側根原基サイズ増加の

ブレーキとして働く QHB/OsWOX5 遺伝子，レーザーマイクロダイセクション法により側根原
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